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OPU-IVF（経腟採卵－体外受精）について

畜産試験場  家畜バイテク部  堀内 早苗 

はじめに 

OPU-IVF とは、経腟採卵（Ovum Pick Up）と体外受精（In-Vitro Fertilization）を組み合わ

せた受精卵の作出技術のことです。過剰排卵処理と人工授精により体内受精させ、子宮内灌

流によって受精卵を回収する従来の技術に代わり、近年日本国内においても、OPU-IVFを実

施する機関が急速に増加しつつあります。また、米国やブラジル等では受精卵移植の約４割

が OPU- IVFにより作出された体外受精卵となっています。 

OPU-IVFの手順 

 OPU-IVF は、超音波画像診断装置を用いて、経

腟的に生体内の卵巣に針を刺して卵子を取り出し、

体外受精させて受精卵を作る方法です。 

まず術者は、片方の手で超音波画像診断装置の

プローブを牛の腟内に挿入します。次にもう片方の

手を直腸内に入れて直腸壁越しに卵巣を保定し、

プローブの先端部分に合わせます。プローブの先

端からは超音波が出ており、卵巣内部の画像をモ

ニター画面に映し出すことができます。そのモニタ

ー画面を見ながら、プローブの先端から採卵針を延

ばして、腟壁を貫通させます。さらに採卵針を延ば

して、画面上に黒く映し出されている卵胞に突き刺

すと、管につながれたポンプによって卵胞内にある

卵子が吸引され、保温されたチューブの中に集めら

れます。 

集められた卵子は、牛の体内に近い環境を作る

ために温度や酸素・二酸化炭素の濃度が厳しく管

理された培養器の中で、成熟培養－体外受精（IVF）－発生培養を経て胚盤胞と呼ばれる受

精卵の形態に発生するまで、およそ８～９日間かけて培養されます。 

無事に胚盤胞まで成長した体外受精卵は、新鮮卵としてレシピエント牛に移植されたり、ス

トローに詰めて凍結保存されます。

OPUによる卵子採集 
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OPU-IVFの利点 

 OPU- IVFは過剰排卵処理が必須ではなく、発情周期にも左右されないため、年間を通して

受精卵を生産することが可能です。また、採卵成績の低下した牛や繁殖障害等で採卵困難な

牛からも、受精卵を生産できる可能性があります。さらに、OPU 技術を用いることで、６か月齢

程度の若齢牛や妊娠牛からも卵子の回収が可能となるため、牛の改良促進の面からも期待さ

れます。 

同一ドナー牛における過剰排卵処理－人工授精－子宮内灌流による採卵は、ドナー牛の

ホルモン製剤への感受性回復や肥大化した卵巣の回復、回収される受精卵の品質保持等の

ため、一般的に最短でも 2 か月間隔で実施されます。一方、OPU は一般的に１～２週間隔、

最短だと週２回の頻度で卵子回収が可能であるとの報告もあり、効率良く受精卵を生産できる

技術であることがわかります。 

 

OPU-IVFの欠点 

 OPU-IVF には欠点や課題もあります。まず、OPU-IVF に用いる器具・機材は特殊で高額な

ものも多く、一式を揃えるには資金が必要です。また、OPU を実施する際には、超音波画像の

熟知や直腸検査を基本とする牛体内での生殖器の把握と操作が必要不可欠です。さらに、

IVF を含む体外培養においても、顕微鏡下での卵子や受精卵の操作には専門的な知識や技

術が必要であり、一連の培養作業には多くの時間が費やされます。加えて、体外受精卵は体

内受精卵と比較して、流産率がやや高く、凍結卵の受胎率は低い傾向にあると言われていま

す。 

 

今後の展望 

畜産試験場では現在、現場への技術支援や技術指導の実践を目標に、OPU-IVF 技術習

得のために様々な研究機関の講習会や研修会へ参加し、技術者の育成を行っております。

県内でも OPU-IVF 技術が広く普及し活用されるように、今後とも技術の継承及び研究開発に

努めてまいります。 

OPU-IVFの利点及び欠点 

【欠 点】 

・器具、機材が高価 

・専門的な知識、技術が必要 

・培養作業時間の拘束 

・凍結卵の受胎率が低い 

・流産率がやや高い 

【利 点】 

・過剰排卵処理が必須でない 

・発情周期に無関係 

・繁殖障害牛でも供用可 

・若齢牛でも供用可 

・妊娠牛でも供用可 

・短期間での反復採卵が可能 
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全酪連

ゼンラク重曹
デーリィMGソーダ

マル肝
メチビタ・Vプラス

アクアチャージ

ビプロソマテックAE1000

すこやカプセル
150粒/300粒

ナイアクール

キャンペーン期間令和4年9月30日まで




